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衆
議
院
議
員
田
中
慶
秋
君
提
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
効
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

昨
年
七
月
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
答
申
「
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
同
答
申
に
目

標
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
原
子
力
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
量
は
、
同
月
以
降
、
十
基
か
ら
十
三

基
程
度
の
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
を
行
う
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
年
一
月
に
は
、
東
北
電
力
株
式
会
社
が
女
川
原
子
力
発
電
所
第
三
号
機
の
使
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

三
基
が
現
在
建
設
中
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
建
設
中
の
三
基
を
含
め
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
基

づ
い
て
、
電
気
事
業
者
が
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
に
係
る
諸
手
続
の
進
ち
ょ
く
状
況
等
を
見
極
め
た
上
で
作
成
し
た
平
成

十
四
年
度
供
給
計
画
に
お
い
て
は
、
同
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
、
十
基
か
ら
十
二
基
の
原
子
力
発
電
所
の
使
用

開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

以
上
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
原
子
力
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
十
基
か
ら
十
三
基
程

度
の
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
は
、
実
現
可
能
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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二
に
つ
い
て

気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
の
京
都
議
定
書
（
以
下
「
京
都
議
定
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
約
束
さ
れ
た

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
（
以
下
「
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
」
と
い
う
。
）
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
一
層
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
（
平
成
十
四
年
三
月
十
九
日
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
決
定
。
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
、
現
在
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
燃
料
転
換
、
代

替
フ
ロ
ン
等
三
ガ
ス
の
排
出
抑
制
対
策
等
を
維
持
し
た
場
合
、
平
成
二
十
二
年
度
に
二
酸
化
炭
素
換
算
で
約
十
三
億
二
千
万

ト
ン
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
目
標
と
し
て
、
こ
れ
を
二
酸
化
炭
素
換
算
で
約
十
一
億
五
千
五
百
万
ト
ン

に
ま
で
、
約
一
億
六
千
五
百
万
ト
ン
を
削
減
し
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
達
成
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
標
の
達

成
に
向
け
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
、
燃
料
転
換
、
代
替
フ
ロ
ン
等
三
ガ
ス
の
排
出
抑
制
対
策
等
の
追
加
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
、
大
綱
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
に
原
油
換
算
で
千
九
百
十
万
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
を
導
入
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量
は
、
二
酸
化
炭
素
換
算
で
約
三
千
四
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百
万
ト
ン
が
見
込
ま
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
燃
料
転
換
、
代
替
フ
ロ
ン
等
三
ガ
ス
の
排
出
抑
制
対
策
等
を
含
め
た
追
加

対
策
全
体
に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
見
込
量
の
う
ち
約
二
割
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
民
一
人
一
人
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
を
喚
起
し
、
生
活
様
式
の
変
革
を
促
す
た
め
、

住
宅
や
業
務
用
ビ
ル
に
お
け
る
冷
房
の
適
切
な
管
理
、
事
務
所
等
に
お
け
る
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い
服
装
の
励
行
等
に
つ
い

て
、
国
民
に
対
す
る
広
報
活
動
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
コ
ス
ト
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
を
消
費
者
に
と
っ
て

の
コ
ス
ト
と
し
て
表
示
す
る
、
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し
た
機
器
の
普
及
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
の
醸
成
に
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
小
中
学
校

を
対
象
に
教
材
の
提
供
、
講
師
の
派
遣
等
を
行
う
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。今

後
と
も
こ
の
よ
う
な
政
策
を
通
じ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
対
す
る
国
民
の
一
層
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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四
に
つ
い
て

大
綱
に
お
い
て
は
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
の
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
種
別
等
の
区
分
ご
と
に
目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
達

成
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
目
標
の
達
成
が
十
分
見
込
ま
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
見
込
み
に
甘
ん
ず

る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
着
実
に
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
排
出
削
減
を
進
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
京
都
議
定
書
第
六
条
�
に
規
定
す
る
事
業
、
京
都
議
定
書
第
十
二
条
�
に
規
定
す
る
低
排
出
型
の

開
発
の
制
度
及
び
京
都
議
定
書
第
十
七
条
に
規
定
す
る
排
出
量
取
引
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
京
都
議
定
書
の
履
行
義
務

及
び
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
国
内
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
抑
制
等
に
対
し
て
補
足
的
で
あ
る
と
の
原
則
を
踏
ま
え
、

国
際
的
動
向
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
綱
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
、
産
業
、
民
生
及
び
運
輸
の
各
部
門
ご
と
に
目

安
と
な
る
試
算
と
し
て
の
排
出
削
減
目
標
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
綱
に
定
め
る
各
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
百
種
類

を
超
え
る
個
々
の
対
策
に
つ
い
て
、
導
入
目
標
量
及
び
排
出
削
減
見
込
量
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
推

進
す
る
た
め
の
国
等
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
及
び
平
成
十
九
年
に
、
対
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
及

び
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
状
況
等
を
定
量
的
に
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
追
加
的
な
対
策
及
び
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
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と
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
、
円
滑
か
つ
確
実
に
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

五


